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ＰＲＥ＊こだいら 
  

市
民
か
ら
の
強
い
要
望
で
、
小
平
初
の

児
童
館
が
花
小
金
井
南
地
域
セ
ン
タ
ー

と
の
併
設
で
実
現
し
た
の
が
２
０
０
３

年
。
そ
の
後
十
五
小
近
く
に
小
川
町
二
丁

目
児
童
館
が
、
今
年
３
月
に
は
、
小
川
一

丁
目
に
３
館
目
が
オ
ー
プ
ン
。 

２
館
目
開
館
時
に
、
市
の
直
営
方
式
か

ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
に

よ
る
指
定
管
理
に
変
わ
り
ま
し
た
。
以
来
、

子
ど
も
目
線
、
利
用
者
本
位
の
管
理
運
営

に
な
り
、
不
登
校
の
子
ど
も
や
高
校
生
に

も
利
用
が
広
が
る
な
ど
の
成
果
も
表
れ

ま
し
た
。
子
ど
も
の
遊
び
場
と
し
て
、
ま

た
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
し
て
地
域
に 

              

  

定
着
し
乳
幼
児
づ
れ
の
保
護
者
や
多
く

の
子
ど
も
た
ち
で
賑
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
４
月
か
ら
は
、
３
館
す
べ
て
株
式

会
社
葉
隠
勇
進
に
指
定
管
理
者
が
変
わ

り
、
利
用
者
や
関
係
者
か
ら
注
目
が
集
ま

っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
学
校
や
家
庭
に

居
場
所
の
な
い
子
ど
も
た
ち
も
増
え
て

お
り
、
児
童
館
の
存
在
意
義
は
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

児
童
館
は
教
育
の
場
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
管
理
で
は
な
く
子
ど
も
に
寄
り
添
っ

た
細
や
か
な
対
応
や
配
慮
が
大
事
で
す
。

子
ど
も
参
加
や
地
域
と
の
連
携
を
大
事 

 
 
 

に
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
子
ど
も
時
代 

を
安
心
し
て
の 

び
や
か
に
育
つ 

場
と
し
て
機
能 

し
て
い
く
よ
う
、 

し
っ
か
り
見
守 

っ
て
い
き
ま
し 

ょ
う
。 

     

 

電
磁
波
問
題
に
つ
い

て
考
え
よ
う 

 

私
た
ち
を
取
り
囲
む
環
境
は
現
代
社

会
の
効
率
と
利
便
性
を
優
先
す
る
中
で

自
然
界
や
生
物
に
新
た
な
異
変
を
発
生

さ
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
リ
ス
ク

に
関
す
る
情
報
を
私
た
ち
は
取
得
で
き

ず
不
安
や
不
信
を
募
ら
せ
て
い
ま
す
。 

 

電
磁
波
に
つ
い
て
は
、
市
内
で
も
携
帯

電
話
基
地
局
（
ア
ン
テ
ナ
）
が
近
所
に
で

き
た
こ
と
か
ら
体
調
不
良
が
生
じ
た
市

民
か
ら
の
相
談
も
き
て
お
り
、
見
過
ご
す

こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
す
。 

 

利
便
性
と
リ
ス
ク
は
表
裏
一
体
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
電
磁
波
に
つ
い
て
の
情
報

を
幅
広
く
得
て
多
く
の
市
民
と
共
有
し

な
が
ら
、
よ
り
良
い
解
決
策
を
具
体
的
に

考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

（
環
境
部
会
） 

遊戯室に設置されたクライミングウォール 

 

 

今後の小林市政に求めること 

 

今回、3選を果たした市長ですが、地方自

治では、首長と議会の関係は二元代表制であ

り与党も野党もありません。言いなりや対立

の構造を固定化することは、市民から政治を

遠ざけ民主主義を後退させます。 

 生活者ネットワークは、選挙後に市長が都

市計画道路 3・2・8号線についての住民投票

条例に成立要件を付す改正案を提出したこ

とには異議を唱え、議会軽視・市民軽視であ

ると断固反対しました。 

 まだまだ不完全な市民参加を実のあるも

のにすることや環境優先のまちづくり、子ど

もたちの育ちを応援する地域づくりなどを

期待し応援しましたが、今後も行政とは緊張

感のある関係を持ち、市民目線で議会活動を

していきます。 

 

  
あちらこちらで見られる携帯電話基地局 

児
童
館
は
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
と
育
ち
を
支
え
る
場
で
す 

 

案内板は、

すぐ近くにあ

る武蔵野美

術大学の学

生のデザイ

ンを使用 

 

 

 

 
木材が多く使用された室内 

 


